
(57)【要約】

【課題】

【解決手段】体路に対して内視鏡的補綴物を案内し、向

けるカテーテルである。このカテーテルは、カテーテル

の基端部に配設された第１の筒状部材と、カテーテルの

先端部に配置された第２の筒状部材とを有する。これら

第１の筒状部材と第２の筒状部材とは、互いに回転可能

である。第２の筒状部材は、これの基端部に配置された

装置拡張部材を有する。トルク部材が、前記第２の筒状

部材に接続され、第１の筒状部材に対する第２の筒状部

材の回転を果たすように、第１の筒状部材に対して回転

可能である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
装 置 の 内 視 鏡 的 案 内 の た め の カ テ ー テ ル で あ っ て 、 こ の カ テ ー テ ル は 、 カ テ ー テ ル の 基 端
部 に 配 設 さ れ た 第 １ の 筒 状 部 材 と 、 カ テ ー テ ル の 先 端 部 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 筒 状 部 材 と を
具 備 し 、 こ れ ら 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と は 、 互 い に 回 転 可 能 で あ り 、 第 ２ の 筒
状 部 材 は 、 こ れ の 基 端 部 に 配 置 さ れ た 装 置 拡 張 部 材 を 有 し 、 ま た 、
前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 筒 状 部 材 に 対 す る 第 ２ の 筒 状 部 材 の 回 転 を 果 た す
よ う に 、 第 １ の 筒 状 部 材 に 対 し て 回 転 可 能 な ト ル ク 部 材 を 具 備 す る カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 装 置 拡 張 部 材 は 、 膨 張 可 能 な 部 材 を 有 す る 請 求 項 １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 装 置 拡 張 部 材 は 、 引 っ 込 み 可 能 な シ ー ス を 有 す る 請 求 項 １ も し く は ２ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 細 長 い 部 材 を 有 す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 ワ イ ヤ を 有 す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 チ ュ ー ブ を 有 す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の 中 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ
か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 こ れ の 基 端 部 近 く の ハ ン ド ル を 有 す る 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か １
の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と は 、 互 い に 所 定 間 隔 離 間 さ れ て い る 請 求 項 １ な い
し ８ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 部 材 に 対 し て 回 転 可 能 な シ ー ス を 更 に 具 備 し
、 こ の シ ー ス は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 間 ほ ぼ 覆 っ て い る 、 請 求 項 １
な い し ９ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 各 々 の 中 に 配 置 さ れ た 第 １ の ル ー メ ン を さ ら に
具 備 し 、 こ の 第 １ の ル ー メ ン は 、 膨 張 可 能 な 部 材 の 内 部 と 連 通 し て い る 、 請 求 項 １ な い し
１ ０ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 各 々 の 中 に 配 置 さ れ た 第 ２ の ル ー メ ン を さ ら に
具 備 し 、 こ の 第 ２ の ル ー メ ン は 、 第 １ の ガ イ ド ワ イ ヤ を 受 け る た め で あ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ
が 出 る の を 可 能 に す る 、 前 記 装 置 拡 張 部 材 の 出 口 開 口 端 を 有 す る 請 求 項 １ な い し １ １ の い
ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 各 々 の 中 に 配 置 さ れ た 第 １ の ル ー メ ン と 第 ２ の
ル ー メ ン と を さ ら に 具 備 し 、 こ の 第 １ の ル ー メ ン は 、 膨 張 可 能 な 部 材 の 内 部 と 連 通 し て お
り 、 ま た 、 前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 第 １ の ガ イ ド ワ イ ヤ を 受 け る た め で あ り 、 ガ イ ド ワ イ
ヤ が 出 る の を 可 能 に す る 、 前 記 装 置 拡 張 部 材 の 出 口 開 口 端 を 有 す る 請 求 項 １ な い し １ ２ の
い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 １ な い
し １ ３ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 の ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 １ な い
し １ ４ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の 長 さ の 一 部 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 １ な
い し １ ５ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 １ な い
し １ ６ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 は 、 開 口 を 有 し 、 こ の 開 口 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ が 第 ２ の ル ー メ ン に 挿 入
可 能 で あ る 請 求 項 １ な い し １ ７ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 前 記 装 置 拡 張 装 置 の 先 端 を 通 っ て 延 び て い る 請 求 項 １ な い し １ ８
の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 は 、 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 と を 有 す る 請 求 項 １ な い し １ ９ の い ず れ
か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 は 、 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 と を 有 す る 請 求 項 １ な い し ２ ０ の い ず れ
か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 の 各 々 は 、 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 と を 有 す る 請 求
項 １ な い し ２ １ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 第 １ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ２ ２ の い ず れ か １
の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 第 ２ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 第 １ の 通
路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ２ ３ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 第 １ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ２ ４ の い ず れ か １ の カ
テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 第 ２ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 １ な い し ２ ５ の い ず れ か １ の カ
テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 装 置 拡 張 部 材 は 、 バ ル ー ン 部 を 有 す る 請 求 項 １ な い し ２ ６ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル
。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と は 、 ほ ぼ 円 形 の 断 面 を 有 す る 請 求 項 １ な い し ２ ７
の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
ガ イ ド カ テ ー テ ル と 、
ガ イ ド ワ イ ヤ と 、
装 置 案 内 カ テ ー テ ル と を 具 備 し 、 こ の 装 置 案 内 カ テ ー テ ル は 、 カ テ ー テ ル の 基 端 部 に 配 設
さ れ た 第 １ の 筒 状 部 材 と 、 カ テ ー テ ル の 先 端 部 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 筒 状 部 材 と を 有 し 、 こ
れ ら 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と は 、 互 い に 回 転 可 能 で あ り 、 第 ２ の 筒 状 部 材 は 、
こ れ の 基 端 部 に 配 置 さ れ た 装 置 拡 張 部 材 を 有 し 、 ま た 、 前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 に 接 続 さ れ 、
第 １ の 筒 状 部 材 に 対 す る 第 ２ の 筒 状 部 材 の 回 転 を 果 た す よ う に 、 第 １ の 筒 状 部 材 に 対 し て
回 転 可 能 な ト ル ク 部 材 と を 有 す る 、 カ テ ー テ ル 。
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【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 装 置 拡 張 部 材 は 、 膨 張 可 能 な 部 材 を 有 す る 請 求 項 ２ ９ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ １ 】
前 記 装 置 拡 張 部 材 は 、 引 っ 込 み 可 能 な シ ー ス を 有 す る 請 求 項 ２ ９ も し く は ３ ０ の カ テ ー テ
ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 細 長 い 部 材 を 有 す る 請 求 項 ２ ９ な い し ３ １ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル
キ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 ワ イ ヤ を 有 す る 請 求 項 ２ ９ な い し ３ ２ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ
ト 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 チ ュ ー ブ を 有 す る 請 求 項 ２ ９ な い し ３ ３ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ
ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の 中 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 ２ ９ な い し ３ ４ の い
ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 こ れ の 基 端 部 近 く の ハ ン ド ル を 有 す る 請 求 項 ２ ９ な い し ３ ５ の い ず れ
か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と は 、 互 い に 所 定 間 隔 離 間 さ れ て い る 請 求 項 ２ ９ な
い し ３ ６ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 部 材 に 対 し て 回 転 可 能 な シ ー ス を 更 に 具 備 し
、 こ の シ ー ス は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 間 ほ ぼ 覆 っ て い る 、 請 求 項 ２
９ な い し ３ ７ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 各 々 の 中 に 配 置 さ れ た 第 １ の ル ー メ ン を さ ら に
具 備 し 、 こ の 第 １ の ル ー メ ン は 、 膨 張 可 能 な 部 材 の 内 部 と 連 通 し て い る 、 請 求 項 ２ ９ な い
し ３ ８ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 各 々 の 中 に 配 置 さ れ た 第 ２ の ル ー メ ン を さ ら に
具 備 し 、 こ の 第 ２ の ル ー メ ン は 、 第 １ の ガ イ ド ワ イ ヤ を 受 け る た め で あ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ
が 出 る の を 可 能 に す る 、 前 記 装 置 拡 張 部 材 の 出 口 開 口 端 を 有 す る 請 求 項 ２ ９ な い し ３ ９ の
い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ １ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 各 々 の 中 に 配 置 さ れ た 第 １ の ル ー メ ン と 第 ２ の
ル ー メ ン と を さ ら に 具 備 し 、 こ の 第 １ の ル ー メ ン は 、 膨 張 可 能 な 部 材 の 内 部 と 連 通 し て お
り 、 ま た 、 前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 第 １ の ガ イ ド ワ イ ヤ を 受 け る た め で あ り 、 ガ イ ド ワ イ
ヤ が 出 る の を 可 能 に す る 、 前 記 装 置 拡 張 部 材 の 出 口 開 口 端 を 有 す る 請 求 項 ２ ９ な い し ４ ０
の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 ２ ９ な
い し ４ １ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 の ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 ２ ９ な
い し ４ ２ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の 長 さ の 一 部 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 ２ ９
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な い し ４ ３ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 ２ ９ な
い し ４ ４ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 は 、 開 口 を 有 し 、 こ の 開 口 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ が 第 ２ の ル ー メ ン に 挿 入
可 能 で あ る 請 求 項 ２ ９ な い し ４ ５ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 前 記 装 置 拡 張 装 置 の 先 端 を 通 っ て 延 び て い る 請 求 項 ２ ９ な い し ４
６ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 は 、 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 と を 有 す る 請 求 項 ２ ９ な い し ４ ７ の い ず
れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 は 、 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 と を 有 す る 請 求 項 ２ ９ な い し ４ ８ の い ず
れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 の 各 々 は 、 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 と を 有 す る 請 求
項 ２ ９ な い し ４ ９ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ １ 】
前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 第 １ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 ２ ９ な い し ５ ０ の い ず れ か
１ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 第 ２ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 第 １ の 通
路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 ２ ９ な い し ５ １ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 第 １ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 ２ ９ な い し ５ ２ の い ず れ か １ の
カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 第 ２ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 ２ ９ な い し ５ ３ の い ず れ か １ の
カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
前 記 装 置 拡 張 部 材 は 、 バ ル ー ン 部 を 有 す る 請 求 項 ２ ９ な い し ５ ４ の い ず れ か １ の カ テ ー テ
ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と は 、 ほ ぼ 円 形 の 断 面 を 有 す る 請 求 項 ２ ９ な い し ５
５ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル キ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
カ テ ー テ ル の 基 端 部 に 配 設 さ れ た 第 １ の 筒 状 部 材 と 、 カ テ ー テ ル の 先 端 部 に 配 置 さ れ た 第
２ の 筒 状 部 材 と を 具 備 し 、 こ れ ら 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と は 、 互 い に 回 転 可 能
で あ り 、 第 ２ の 筒 状 部 材 は 、 こ れ の 基 端 部 に 配 置 さ れ た 装 置 拡 張 部 材 を 有 し 、 ま た 、
前 記 装 置 拡 張 部 材 に 装 着 さ れ る 膨 張 可 能 な 内 視 鏡 的 補 綴 物 と 、
前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 筒 状 部 材 に 対 す る 第 ２ の 筒 状 部 材 の 回 転 を 果 た す
よ う に 、 第 １ の 筒 状 部 材 に 対 し て 回 転 可 能 な ト ル ク 部 材 を 具 備 す る カ 内 視 鏡 的 補 綴 物 装 着
テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
前 記 装 置 拡 張 部 材 は 、 膨 張 可 能 な 部 材 を 有 す る 請 求 項 ５ ７ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
前 記 装 置 拡 張 部 材 は 、 引 っ 込 み 可 能 な シ ー ス を 有 す る 請 求 項 ５ ７ も し く は ５ ８ の カ テ ー テ
ル 。
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【 請 求 項 ６ ０ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 細 長 い 部 材 を 有 す る 請 求 項 ５ ７ な い し ５ ９ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル
。
【 請 求 項 ６ １ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 ワ イ ヤ を 有 す る 請 求 項 ５ ７ な い し ６ ０ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 チ ュ ー ブ を 有 す る 請 求 項 ５ ７ な い し ６ １ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の 中 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 ５ ７ な い し ６ ２ の い
ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 こ れ の 基 端 部 近 く の ハ ン ド ル を 有 す る 請 求 項 ５ ７ な い し ６ ３ の い ず れ
か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と は 、 互 い に 所 定 間 隔 離 間 さ れ て い る 請 求 項 ５ ７ な
い し ６ ４ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ の 部 材 に 対 し て 回 転 可 能 な シ ー ス を 更 に 具 備 し
、 こ の シ ー ス は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 間 ほ ぼ 覆 っ て い る 、 請 求 項 ５
７ な い し ６ ５ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 各 々 の 中 に 配 置 さ れ た 第 １ の ル ー メ ン を さ ら に
具 備 し 、 こ の 第 １ の ル ー メ ン は 、 膨 張 可 能 な 部 材 の 内 部 と 連 通 し て い る 、 請 求 項 ５ ７ な い
し ６ ６ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 各 々 の 中 に 配 置 さ れ た 第 ２ の ル ー メ ン を さ ら に
具 備 し 、 こ の 第 ２ の ル ー メ ン は 、 第 １ の ガ イ ド ワ イ ヤ を 受 け る た め で あ り 、 ガ イ ド ワ イ ヤ
が 出 る の を 可 能 に す る 、 前 記 装 置 拡 張 部 材 の 出 口 開 口 端 を 有 す る 請 求 項 ５ ７ な い し ６ ７ の
い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と の 各 々 の 中 に 配 置 さ れ た 第 １ の ル ー メ ン と 第 ２ の
ル ー メ ン と を さ ら に 具 備 し 、 こ の 第 １ の ル ー メ ン は 、 膨 張 可 能 な 部 材 の 内 部 と 連 通 し て お
り 、 ま た 、 前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 第 １ の ガ イ ド ワ イ ヤ を 受 け る た め で あ り 、 ガ イ ド ワ イ
ヤ が 出 る の を 可 能 に す る 、 前 記 装 置 拡 張 部 材 の 出 口 開 口 端 を 有 す る 請 求 項 ５ ７ な い し ６ ８
の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 ５ ７ な
い し ６ ９ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ １ 】
前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 の ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 ５ ７ な
い し ７ ０ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の 長 さ の 一 部 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 ５ ７
な い し ７ １ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 の ほ ぼ 全 長 に 沿 っ て 延 び て い る 請 求 項 ５ ７ な
い し ７ ２ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 は 、 開 口 を 有 し 、 こ の 開 口 か ら ガ イ ド ワ イ ヤ が 第 ２ の ル ー メ ン に 挿 入
可 能 で あ る 請 求 項 ５ ７ な い し ７ ３ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
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【 請 求 項 ７ ５ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 前 記 装 置 拡 張 装 置 の 先 端 を 通 っ て 延 び て い る 請 求 項 ５ ７ な い し ７
４ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 は 、 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 と を 有 す る 請 求 項 ５ ７ な い し ７ ５ の い ず
れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ ７ 】
前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 は 、 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 と を 有 す る 請 求 項 ５ ７ な い し ７ ６ の い ず
れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 の 各 々 は 、 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 と を 有 す る 請 求
項 ５ ７ な い し ７ ７ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 第 １ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 ５ ７ な い し ７ ８ の い ず れ か
１ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
前 記 第 ２ の ル ー メ ン は 、 第 ２ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 前 記 第 １ の ル ー メ ン は 、 第 １ の 通
路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 ５ ７ な い し ７ ９ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ８ １ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 第 １ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 ５ ７ な い し ８ ０ の い ず れ か １ の
カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
前 記 ト ル ク 部 材 は 、 第 ２ の 通 路 中 に 配 設 さ れ て い る 請 求 項 ５ ７ な い し ８ １ い ず れ か １ の カ
テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ８ ３ 】
前 記 装 置 拡 張 部 材 は 、 バ ル ー ン 部 を 有 す る 請 求 項 ５ ７ な い し ８ ２ の い ず れ か １ の カ テ ー テ
ル 。
【 請 求 項 ８ ４ 】
前 記 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と は 、 ほ ぼ 円 形 の 断 面 を 有 す る 請 求 項 ５ ７ な い し ８
２ の い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ８ ５ 】
前 記 膨 張 可 能 な 補 綴 物 は 、 ス テ ン ト で あ る 請 求 項 ５ ７ な い し ８ ４ の い ず れ か １ の カ テ ー テ
ル 。
【 請 求 項 ８ ６ 】
前 記 膨 張 可 能 な 補 綴 物 は 、 ス テ ン ト グ ラ フ ト で あ る 請 求 項 ５ ７ な い し ８ ５ い ず れ か １ の カ
テ ー テ ル 。
【 請 求 項 ８ ７ 】
前 記 膨 張 可 能 な 補 綴 物 は 、 動 脈 瘤 の 閉 塞 の た め の 補 綴 物 を 有 す る 請 求 項 ５ ７ な い し ８ ６ の
い ず れ か １ の カ テ ー テ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
一 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 膨 張 可 能 な 拡 張 カ テ ー テ ル に 関 す る 。 ま た 、 他 の 態 様 に お い
て 、 本 発 明 は 、 バ ル ー ン 拡 張 カ テ ー テ ル に 関 す る 。 さ ら な る 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 カ
テ ー テ ル キ ッ ト に 関 す る 。 ま た 、 他 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 内 視 鏡 的 補 綴 物 が 装 着 さ
れ る バ ル ー ン 膨 張 カ テ ー テ ル に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
こ の 分 野 で 知 ら れ て い る よ う に 、 動 脈 瘤 は 、 動 脈 の 壁 で の 外 方 へ の 異 常 な 膨 出 で あ る 。 幾
つ か の 場 合 に 、 こ の 膨 出 は 、 動 脈 か ら 全 て の 方 向 で 外 方 へ 向 う 円 滑 な 膨 出 の 形 態 で あ る 。
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こ れ は 、 紡 錘 形 動 脈 瘤 と し て 知 ら れ て い る 。 他 の 場 合 に 、 膨 出 は 、 動 脈 の 一 側 か ら 突 出 し
た 嚢 の 形 態 で あ る 。 こ れ は 、 小 嚢 性 動 脈 瘤 と し て 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
動 脈 瘤 が 身 体 の 動 脈 で 発 生 す る け れ ど も 、 発 作 を 生 じ さ せ る の は 、 脳 で 発 生 す る 場 合 だ け
で あ る 。 脳 で 発 生 す る 小 嚢 性 動 脈 瘤 は 、 大 脳 の 血 管 か ら 延 び て 血 管 か ら 離 れ る よ う に 突 出
す る 嚢 の 中 に 広 が る ネ ッ ク を 有 す る 。
こ の よ う な 動 脈 瘤 に よ り 生 じ る 問 題 は 、 幾 つ か の 異 な る 方 法 で 生 じ る こ と で あ る 。 例 え ば
、 動 脈 瘤 が 破 裂 す る と 、 血 液 は 、 能 も し く は ク モ 膜 下 間 隙 （ 即 ち 、 脳 に 近 接 し た こ の 周 り
の 空 間 ） に 入 る 。 後 者 は 、 動 脈 瘤 性 ク モ 膜 下 出 血 と し て 知 ら れ て い る 。 こ れ は 、 吐 き 気 、
複 視 、 首 こ り 、 並 び に 意 識 喪 失 、 の １ つ も し く は 複 数 の 兆 候 が あ る 。 前 記 動 脈 瘤 性 ク モ 膜
下 出 血 は 、 迅 速 な 処 置 を 必 要 と す る 緊 急 性 医 療 状 態 で あ る 。 実 際 に 、 処 置 の た め に 病 院 に
着 く 前 に 、 こ の 状 態 の 患 者 の １ ０ な い し １ ５ ％ が 死 亡 し て い る 。 ま た 、 こ の 状 態 の 患 者 の
５ ０ ％ 以 上 が 、 出 血 の 後 、 最 初 の ３ ０ 日 以 内 に 死 亡 す る で あ ろ う 。 ま た 、 生 存 し た 患 者 の
う ち 約 半 数 に 、 永 久 的 な 発 作 が 生 じ る で あ ろ う 。 こ の よ う な 発 作 に よ っ て 、 代 表 的 に 自 身
の 出 血 の 後 １ な い し ２ 週 間 で 、 ク モ 膜 下 出 血 に よ り 生 じ る 大 脳 の 血 管 で の 血 管 痙 攣 を 生 じ
さ せ る 。 ま た 、 動 脈 瘤 は 、 一 般 的 で は な い か も 知 れ な い が 、 出 血 と は 関 連 し な い 問 題 を 生
じ さ せ る こ と ね あ る 。 例 え ば 、 動 脈 瘤 は 、 動 脈 瘤 が 破 損 し 下 流 に 運 ば れ て 血 魂 を 形 成 す る
。 こ の 血 塊 は 、 動 脈 枝 を 塞 い で 発 作 を 生 じ さ せ る 原 因 と な る 。 さ ら に 、 動 脈 瘤 は 、 神 経 （
こ れ は 、 目 も し く は 顔 の 麻 痺 ま た は 異 常 感 覚 の 原 因 と な る ） 、 ま た は 、 近 く の 脳 （ こ れ は
、 発 作 の 原 因 と な る ） を 圧 迫 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
動 脈 瘤 、 特 に 、 脳 動 脈 瘤 、 の 潜 在 的 な 致 命 的 な 欠 陥 が 生 じ る と 、 術 者 は 、 種 々 の 試 み で 動
脈 瘤 の 処 置 に 取 り 組 む 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 般 的 に 、 動 脈 瘤 は 、 外 科 的 手 法 で 血 管 の 外 側 か ら か 、 内 視 鏡 的 手 法 で 血 管 の 内 側 か ら 処
置 さ れ 得 る （ 後 者 は 、 イ ン タ ー ベ ン シ ョ ン （ 即 ち 、 非 外 科 的 ） 技 術 の 広 い 頭 脳 の も と で 行
わ れ る ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
外 科 的 手 法 は 、 外 科 医 が 脳 に 器 具 を 直 接 挿 入 す る こ と が で き る よ う に 、 患 者 の 頭 骨 の 開 放
が 必 要 な 開 頭 術 を 含 む 。 あ る 試 み に お い て は 、 動 脈 瘤 が 隆 起 し て い る 血 管 を 露 出 す る よ う
に 処 置 さ れ 、 次 に 、 外 科 医 は 、 動 脈 血 が 動 脈 瘤 に 入 る の を 防 止 す る よ う に 、 動 脈 瘤 の ネ ッ
ク を 挟 む よ う に ク リ ッ プ を 位 置 さ せ る 。 も し 、 動 脈 瘤 内 に 血 塊 が あ れ ば 、 前 記 ク リ ッ プ は
、 ま た 、 血 塊 が 動 脈 に 入 る こ と を 防 止 し て 、 発 作 の 発 生 を 事 前 に 防 止 す る 。 ク リ ッ プ が 正
確 に 位 置 付 け さ れ る と 、 動 脈 瘤 は 、 簡 単 に 除 去 さ れ る で あ ろ う 。 こ の よ う な 外 科 的 手 法 が
、 動 脈 瘤 の た め の 最 も 一 般 的 な 処 置 で あ る 。 し か し 、 こ れ ら 状 態 を 処 置 す る た め の 外 科 的
手 法 は 、 患 者 に 対 す る 高 い リ ス ク を 伴 う 一 般 的 な 外 科 技 術 と し て 認 識 さ れ て お り 、 患 者 が
処 置 に 耐 え る 機 会 を 有 す る よ う に 丈 夫 で あ る こ と を 必 要 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 述 さ れ た よ う に 、 内 視 鏡 的 手 法 は 、 非 外 科 的 な 手 法 で あ り 、 代 表 的 に は 、 カ テ ー テ ル 摘
出 シ ス テ ム を 使 用 し て 、 血 管 造 影 と の 組 合 わ せ の も と で な さ れ る 。 特 に 、 既 知 の 内 視 鏡 的
手 法 は 、 動 脈 血 が 動 脈 瘤 に 入 る の を 防 止 す る 材 料 で 、 動 脈 瘤 を 閉 塞 す る た め に カ テ ー テ ル
案 内 シ ス テ ム を 使 用 す る こ と を 含 ん で い る 。 こ の 手 法 は 、 塞 栓 技 術 （ ｅ ｍ ｂ ｏ ｌ ｉ ｚ ａ ｔ
ｉ ｏ ｎ ） と し て 広 く 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 試 み の １ つ の 例 は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル の
摘 出 ワ イ ヤ に 装 着 さ れ た プ ラ チ ナ の コ イ ル と 電 解 剥 離 材 と を 利 用 す る シ ス テ ム を 使 用 し た
動 脈 瘤 の 内 部 動 脈 瘤 的 閉 塞 を 含 む ガ グ リ ウ ム ・ 剥 離 コ イ ル （ Ｇ ｕ ｇ ｌ ｉ ｅ ｌ ｍ ｉ 　 Ｄ ｅ ｔ
ａ ｃ ｈ ａ ｂ ｌ ｅ 　 Ｃ ｏ ｉ ｌ ） で あ る 。 か く し て 、 プ ラ チ ナ の コ イ ル が 、 動 脈 瘤 内 に 配 置 さ
れ る と 、 こ の コ イ ル は 、 電 解 溶 解 に よ り ス テ ン レ ス ス チ ー ル の ワ イ ヤ か ら 分 離 さ れ る 。 特
に 、 患 者 の 血 液 と 塩 水 イ ン フ ユ セ エ イ ト （ ｓ ａ ｌ ｉ ｎ ｅ 　 ｉ ｎ ｆ ｕ ｓ ａ ｔ ｅ ） と が 、 導 電
性 溶 液 と し て 機 能 す る 。 陽 極 は 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル の 案 内 ワ イ ヤ で あ り 、 陰 極 は 、 患 者
の 鼠 径 部 に 配 置 さ れ る 接 地 用 ニ ー ド ル で あ る 。 電 流 が 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル 製 の 案 内 ワ イ
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ヤ に 通 さ れ る と 、 電 解 溶 解 が 、 プ ラ チ ナ コ イ ル （ こ の プ ラ チ ナ コ イ ル は 、 勿 論 、 電 解 に 影
響 さ れ な い ） に 近 接 し た ス テ ン レ ス ス チ ヘ ー ル 脱 離 領 域 の 絶 縁 さ れ て い な い 領 域 で 生 じ る
。 他 の 試 み は 、 動 脈 褒 を 充 填 す る た め に 酢 酸 セ ル ロ ー ズ ポ リ マ ー の よ う な 材 料 を 使 用 す る
こ と で あ る 。 こ れ ら の 内 視 鏡 的 試 み は 、 こ の 分 野 で 発 展 し て い る け れ ど も 、 欠 点 が あ る 。
特 に 、 こ れ ら 内 視 鏡 的 試 み の リ ス ク は 、 動 脈 瘤 か ら の 血 塊 も し く は 装 置 の 先 端 閉 栓 に よ り
発 作 を 生 じ さ せ る か 、 処 置 中 に 動 脈 瘤 を 破 壊 す る こ と で あ る 。 さ ら に 、 こ れ ら 技 術 を 使 用
し て 内 視 鏡 的 動 脈 瘤 の 閉 栓 を 長 い 間 す る こ と は 問 題 が あ る 。 特 に 、 充 填 材 の 動 脈 瘤 内 へ の
再 配 置 と 、 補 佐 す る 血 管 造 影 で の 動 脈 瘤 の 再 現 と が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
特 に 、 上 述 し た 内 視 鏡 的 外 科 的 閉 栓 技 術 も し く は ク リ ッ プ 留 め を 使 用 し て 処 置 す る の は 非
常 に 難 し い と 認 め ら れ て い た 特 別 な 種 類 の 脳 動 脈 瘤 が 、 末 梢 頭 蓋 底 動 脈 で 生 じ る 。 こ の 種
動 脈 瘤 は 、 頭 蓋 底 動 脈 の 末 梢 分 枝 部 に 一 般 的 に 位 置 し て い る 弱 い 外 方 嚢 で あ る 。 こ の よ う
な 動 脈 瘤 の 連 続 し た 処 置 は 、 少 な く と も 一 部 で は 、 脳 幹 穿 孔 血 管 の 全 て が 外 科 的 ク リ ッ プ
装 填 の 間 に 広 げ な け れ ば な ら な い 避 け ら れ な い 要 求 の た め に 、 非 常 に 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
不 幸 に も 、 動 脈 瘤 の サ イ ズ 、 形 状 並 び に ／ も し く は 場 所 が 、 外 科 的 ク リ ッ プ 留 め と 内 視 鏡
的 閉 栓 と の 両 方 を 特 定 の 患 者 に と っ て 不 可 能 に す る 場 合 が あ る 。 一 般 的 に 、 こ の よ う な 患
者 の 予 知 は 良 く な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
内 視 鏡 的 動 脈 瘤 閉 栓 の 分 野 で の 重 要 な 進 展 が 、 １ ９ ９ ９ 年 ８ 月 １ ９ 日 に 公 開 さ れ た 国 際 公
開 Ｗ Ｏ ９ ９ ／ ４ ０ ８ ７ ３ 号 並 び に ２ ０ ０ ０ 年 ８ 月 １ ２ 日 に 公 開 さ れ た 国 際 公 開 Ｗ Ｏ ０ ０ ／
４ ７ １ ３ ４ 号 （ 両 方 と も Ｍ ａ ｒ ｏ ｔ ｔ ａ 　 ｅ ｔ 　 ａ ｌ の 名 前 で あ る ） に 開 示 さ れ て い る 。
こ の Ｍ ａ ｒ ｏ ｔ ｔ ａ の 装 置 は 、 動 脈 瘤 の 開 口 の 閉 塞 が 動 脈 瘤 の 閉 栓 の 結 果 な さ れ 得 る 、 “
達 す る の が 困 難 （ ｈ ａ ｒ ｄ 　 ｔ ｏ 　 ｒ ｅ ａ ｃ ｈ ） ” な 動 脈 瘤 の 場 所 に ナ ビ ゲ ー ト さ れ 得 る
の で 非 常 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の 分 野 で の 重 要 な 進 展 に も 係 わ ら ず 、 ま だ 改 良 の 余 地 が あ る 。 例 え ば 、 Ｍ ａ ｒ ｏ ｔ ｔ ａ
の 装 置 は 、 動 脈 瘤 の 開 口 の 閉 塞 の た め の 所 謂 “ 小 片 部 （ リ ー フ 部 ） ” を 有 す る 。 こ の リ ー
フ 部 は ， 適 当 に ア ラ イ ン メ ン ト さ れ る と 、 動 脈 瘤 を 閉 栓 す る の に 非 常 に 有 効 で あ る 。 し か
し 、 一 般 の バ ル ー ン 膨 張 カ テ ー テ ル を 使 用 す る と き に 、 こ れ ら カ テ ー テ ル は 、 目 的 の 体 路
に 関 連 し て ス テ ン ト の 特 定 の 方 向 付 け を 必 要 と し な い 案 内 ス テ ン ト で 代 表 的 に 使 用 さ れ て
い る の で 、 案 内 を す る こ と が 難 し い 。 Ｍ ａ ｒ ｏ ｔ ｔ ａ 装 置 を 分 枝 さ れ た 体 路 に 案 内 し 、 適
当 に 方 向 付 け し よ う と し た 場 合 に 、 更 な る 困 難 性 に 遭 遇 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
従 っ て 、 体 路 中 に 内 視 鏡 的 補 綴 物 を 案 内 し 、 方 向 付 け る の に 適 し た カ テ ー テ ル を 提 案 す る
こ と が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 新 規 な 、 膨 張 可 能 な 閉 栓 カ テ ー テ ル を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 新 規 な カ テ ー テ ル キ ッ ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 新 規 な 、 内 視 鏡 的 補 綴 物 が 装 着 さ れ た 閉 栓 カ テ ー テ ル を 提 供 す る こ
と で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
従 っ て 、 本 発 明 の 態 様 の 一 つ に お い て 、 本 発 明 は 、 装 置 の 内 視 鏡 的 案 内 の た め の カ テ ー テ
ル で あ っ て 、 こ の カ テ ー テ ル は 、 カ テ ー テ ル の 基 端 部 に 配 設 さ れ た 第 １ の 筒 状 部 材 と 、 カ
テ ー テ ル の 先 端 部 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 筒 状 部 材 と を 具 備 し 、 こ れ ら 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２
の 筒 状 部 材 と は 、 互 い に 回 転 可 能 で あ り 、 第 ２ の 筒 状 部 材 は 、 こ れ の 基 端 部 に 配 置 さ れ た
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装 置 拡 張 部 材 を 有 し 、 ま た 、
前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 筒 状 部 材 に 対 す る 第 ２ の 筒 状 部 材 の 回 転 を 果 た す
よ う に 、 第 １ の 筒 状 部 材 に 対 し て 回 転 可 能 な ト ル ク 部 材 を 具 備 す る カ テ ー テ ル を 提 供 す る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 他 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル と 、
ガ イ ド ワ イ ヤ と 、
装 置 案 内 カ テ ー テ ル と を 具 備 し 、 こ の 装 置 案 内 カ テ ー テ ル は 、 カ テ ー テ ル の 基 端 部 に 配 設
さ れ た 第 １ の 筒 状 部 材 と 、 カ テ ー テ ル の 先 端 部 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 筒 状 部 材 と を 有 し 、 こ
れ ら 第 １ の 筒 状 部 材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と は 、 互 い に 回 転 可 能 で あ り 、 第 ２ の 筒 状 部 材 は 、
こ れ の 基 端 部 に 配 置 さ れ た 装 置 拡 張 部 材 を 有 し 、 ま た 、 前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 に 接 続 さ れ 、
第 １ の 筒 状 部 材 に 対 す る 第 ２ の 筒 状 部 材 の 回 転 を 果 た す よ う に 、 第 １ の 筒 状 部 材 に 対 し て
回 転 可 能 な ト ル ク 部 材 と を 有 す る 、 カ テ ー テ ル を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
更 な る 本 発 明 の 態 様 に お い て 、 本 発 明 は 、 カ テ ー テ ル の 基 端 部 に 配 設 さ れ た 第 １ の 筒 状 部
材 と 、 カ テ ー テ ル の 先 端 部 に 配 置 さ れ た 第 ２ の 筒 状 部 材 と を 具 備 し 、 こ れ ら 第 １ の 筒 状 部
材 と 第 ２ の 筒 状 部 材 と は 、 互 い に 回 転 可 能 で あ り 、 第 ２ の 筒 状 部 材 は 、 こ れ の 基 端 部 に 配
置 さ れ た 装 置 拡 張 部 材 を 有 し 、 ま た 、
前 記 装 置 拡 張 部 材 に 装 着 さ れ る 膨 張 可 能 な 内 視 鏡 的 補 綴 物 と 、
前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 に 接 続 さ れ 、 第 １ の 筒 状 部 材 に 対 す る 第 ２ の 筒 状 部 材 の 回 転 を 果 た す
よ う に 、 第 １ の 筒 状 部 材 に 対 し て 回 転 可 能 な ト ル ク 部 材 を 具 備 す る カ 内 視 鏡 的 補 綴 物 装 着
テ ー テ ル を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
か く し て 、 本 発 明 者 達 は 、 効 果 的 に 、 目 的 の 体 路 に 内 視 鏡 的 補 綴 物 を 案 内 し て 、 補 綴 物 を
向 け る の に 使 用 さ れ 得 る カ テ ー テ ル を 発 明 し た 。 こ の カ テ ー テ ル は 、 前 に 説 明 し た Ｍ ａ ｒ
ｏ ｔ ｔ ａ 装 置 の よ う な 内 視 鏡 的 補 綴 物 の 案 内 並 び に 方 向 付 け に 有 効 で あ る 。 本 発 明 の テ ー
テ ル の 形 態 は 、 互 い に 回 転 可 能 で あ る ２ つ の 筒 状 部 材 の 存 在 で あ る 。 こ れ ら ２ つ の 筒 状 部
材 の 相 対 的 な 回 転 は 、 ２ つ の 筒 状 部 材 の 先 端 部 に 接 続 さ れ 、 ２ つ の 筒 状 部 材 の 基 端 部 に 対
し て 回 転 可 能 な ト ル ク 部 材 に よ り な さ れ る 。 ２ つ の 筒 状 部 材 に 接 続 し て 使 用 さ れ た と き に
、 “ 回 転 可 能 ” と い う 用 語 は 、 広 い 意 味 を 有 す る こ と を 意 図 さ れ 、 ２ つ の 筒 状 部 材 が 、 単
一 で 連 続 し た 筒 状 部 材 よ り も 容 易 に 、 互 い に 相 対 的 に 回 転 さ れ 得 る な ら ば 、 特 に 限 定 さ れ
な い 。 前 記 ト ル ク 部 材 の 性 質 は 、 単 一 で 連 続 し た 筒 状 部 材 と 比 較 し て 筒 状 部 材 の 回 転 も し
く は 捻 り を 比 較 的 容 易 に 可 能 に で き る の で あ れ ば 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 一 実 施 の 形 態 で は
、 こ れ は 、 ト ル ク 部 材 を チ ュ ー ブ （ 例 え ば 、 ハ イ ポ チ ュ ー ブ ） 、 ワ イ ヤ 等 に 選 定 す る こ と
に よ り 達 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の カ テ ー テ ル の 種 々 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 が 、 上 述 さ れ た Ｍ ａ ｒ ｒ ｏ ｔ ａ の
内 視 鏡 的 補 綴 を 参 照 し て 説 明 さ れ る け れ ど も 、 こ れ は 、 説 明 す る 目 的 の た め の み で あ る 。
こ の 分 野 の 者 は 、 本 発 明 の カ テ ー テ ル が 、 特 別 な 方 法 で 補 綴 物 を 向 け る の に 望 ま れ 得 る 他
の 内 視 鏡 的 補 綴 物 を 導 き 、 向 け る た め に 有 効 に 使 用 さ れ 得 る こ と は 、 す ぐ に 理 解 さ れ る で
あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ な い し ３ 並 び に 図 ６ に は 、 バ ル ー ン 拡 張 カ テ ー テ ル １ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 こ の カ テ
ー テ ル １ ０ ０ は 、 第 １ の 筒 状 部 材 １ ０ ５ と 、 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０ と を 有 す る 。 こ の 第 １
の 筒 状 部 材 １ ０ ５ の 基 端 部 に は 、 ル ア ー ロ ッ ク （ Ｌ ｕ ｅ ｒ 　 ｌ ｏ ｃ ｋ ） １ １ ５ も し く は こ
れ と 同 様 の 装 置 が 配 置 さ れ て い る 。 こ れ ら 第 １ の 筒 状 部 材 １ ０ ５ と 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０
と は 、 同 じ よ う な デ ザ イ ン で あ り 、 各 々 は 、 各 々 の “ Ｄ ” が 特 に 図 ６ に 見 る こ と が で き る
１ つ の 通 路 を 有 す る 、 所 謂 二 重 Ｄ （ “ ｄ ｏ ｕ ｂ ｌ ｅ ― Ｄ ” ） の 断 面 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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前 記 第 １ の 筒 状 部 材 １ ０ ５ と 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０ と は 、 １ 対 の ル ー メ ン １ ２ ０ ， １ ２ ５
に よ り 、 互 い に 接 続 さ れ て い る 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 こ れ ら ル ー メ ン １ ２ ０ ， １ ２ ５
は 、 第 １ の 筒 状 部 材 １ ０ ５ と 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０ と を 所 定 間 隔 だ け 離 間 さ せ る よ う に 機
能 す る 。 好 ま し く は 、 こ の 長 手 方 向 の 間 隔 は 、 １ ０ ｃ ｍ 未 満 、 好 ま し く は 、 約 １ ｃ ｍ な い
し 約 ８ ｃ ｍ の 範 囲 、 最 も 好 ま し く は 、 約 １ ｃ ｍ な い し 約 ５ ｃ ｍ の 範 囲 で あ る 。 前 記 ル ー メ
ン １ ２ ０ ， １ ２ ５ は 、 適 当 な 手 段 に よ り （ 例 え ば 、 接 着 に よ り ） 第 １ の 筒 状 部 材 １ ０ ５ 並
び に 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０ に 取 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
膨 張 可 能 な バ ル ー ン １ ３ ０ が 、 前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０ の 先 端 部 に 装 着 さ れ て い る 。 こ
の バ ル ー ン １ ３ ０ の 性 質 並 び に 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０ へ の 接 続 は 、 一 般 的 で あ り 、 こ の 分
野 の 者 の 範 囲 内 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 ル ー メ ン １ ２ ０ は 、 第 １ の 筒 状 部 材 １ ０ ５ を 貫 通 し 、 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０ を 通 っ て
バ ル ー ン １ ３ ０ か ら 出 る よ う に 延 び て い る 。 そ し て 、 こ の ル ー メ ン １ ２ ０ の 基 端 部 は 、 既
知 の 方 法 で 、 前 記 ル ア ー ロ ッ ク １ １ ５ か ら 出 て い る 。 図 示 さ れ て い る よ う に 、 ル ー メ ン １
２ ０ は 、 カ テ ー テ ル １ ０ ０ の 基 端 の 所 で ル ア ー ロ ッ ク １ １ ５ を 通 し て 延 び 、 ま た 、 カ テ ー
テ ル １ ０ ０ の 先 端 の 所 で バ ル ー ン １ ３ ０ か ら 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 ル ー メ ン １ ２ ５ は 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 １ ０ ５ 並 び に 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０ を 通 っ て
延 び 、 バ ル ー ン １ ３ ０ の 内 部 に 連 通 し た 先 端 開 口 （ 図 示 せ ず ） を 有 す る 。 こ の ル ー メ ン １
２ ５ の 基 端 部 は 、 通 常 の 方 法 で 、 前 記 ル ア ー ロ ッ ク １ １ ５ の 膨 張 ポ ー ト １ ４ ０ か ら 出 て い
る 。 か く し て 、 こ の 分 野 の 者 は 、 前 記 ル ー メ ン １ ２ ５ が バ ル ー ン １ ３ ０ の 膨 張 並 び に 収 縮
の た め に 使 用 さ れ る 所 謂 膨 張 ル ー メ ン で あ る こ と を 認 識 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
更 な る ル ー メ ン １ ４ ５ が 、 前 記 第 １ の 筒 状 部 材 １ ０ ５ を 通 っ て 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０ の 一
部 の 中 に 延 出 す る 。 こ の ル ー メ ン １ ４ ５ 内 に は ト ル ク ワ イ ヤ １ ５ ０ が 位 置 さ れ て い る 。 こ
の ト ル ク ワ イ ヤ １ ５ ０ は 、 接 続 点 １ ５ ５ で 前 記 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０ に 取 着 さ れ て い る 。
前 記 ル ー メ ン １ ４ ５ の 基 端 部 は 、 通 常 の 方 法 で ル ア ー ロ ッ ク １ １ ５ か ら 出 て い る 。 図 示 さ
れ る よ う に 、 ト ル ク ワ イ ヤ １ ５ ０ は 、 ル ア ー ロ ッ ク １ １ ５ か ら 現 れ て い る 。 そ し て 、 ト ル
ク ワ イ ヤ １ ５ ０ の 基 端 部 に 、 ト ル ク ハ ン ド ル １ ６ ０ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ２ を 参 照 す る と 、 上 述 さ れ た Ｍ ａ ｒ ｏ ｔ ｔ ａ 装 置 と 類 似 の 構 造 の 内 視 鏡 的 補 綴 物 ２ ０ ０
が 示 さ れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 的 補 綴 物 ２ ０ ０ は 、 本 体 ２ ０ ５ に 取 着 さ れ た リ ー フ 部 分 ２ ２
０ を 有 す る 。 図 示 さ れ る よ う に 、 こ の リ ー フ 部 分 ２ ２ ０ は 、 ヘ ッ ド ２ ３ ０ を 有 す る 。 図 示
の 実 施 の 形 態 に お い て 、 リ ー フ 部 分 ２ ２ ０ の ヘ ッ ド ２ ３ ０ は 、 補 綴 物 ２ ０ ０ の 基 端 か ら 離
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
前 記 本 体 ２ ０ ５ は 、 １ 対 の ス ト ラ ッ ト ２ ４ ５ ， ２ ５ ０ に よ り 互 い に 接 続 さ れ た １ 対 の リ ン
グ ２ ３ ５ ， ２ ４ ０ を 更 に 有 す る 。 図 示 の 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 リ ー フ 部 分 ２ ２ ０ は 、 リ ン
グ ２ ４ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 前 記 ス ト ラ ッ ト ２ ４ ５ ， ２ ５ ０ は 、 高 め ら れ た ナ ビ ゲ ー シ ョ
ン を 果 た す よ う に 最 大 の 可 撓 性 を 有 し な が ら 、 充 分 な 一 体 性 を 補 綴 物 ２ ０ ０ に 与 え る 。 ス
ト ラ ッ ト ２ ４ ５ ， ２ ５ ０ の 目 的 は 、 補 綴 物 が 目 的 の 体 路 内 適 当 な 場 所 に 固 定 さ れ 得 る よ う
に 充 分 に 拡 張 可 能 な 目 的 の 体 路 に 補 綴 物 が 案 内 さ れ 得 る よ う に 、 補 綴 物 ２ ０ ０ に 充 分 な 柔
軟 性 を 持 た せ な が ら リ ン グ ２ ３ ５ ， ２ ４ ０ を 相 互 接 続 さ せ る こ と で あ る 。 こ れ ら ス ト ラ ッ
ト ２ ４ ５ ， ２ ５ ０ は 、 補 綴 物 ２ ０ ０ の 拡 張 の 間 （ 即 ち 、 補 綴 物 ２ ０ ０ が 正 確 に 位 置 さ れ た
後 ） は 、 特 に 重 要 で は な い 。 更 に 、 こ の 分 野 の 者 に は 明 ら か な よ う に 、 前 記 リ ー フ 部 分 ２
２ ０ は 、 補 綴 物 ２ ０ ０ の 先 端 部 並 び に 基 端 部 に 対 し て 独 立 し て 移 動 可 能 で あ る （ 図 示 の 実
施 の 形 態 に お い て 、 リ ー フ 部 分 ２ ２ ０ は 、 リ ン グ ２ ３ ５ ， ２ ４ ０ に 対 し て 独 立 し て 移 動 可
能 で あ る ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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図 ２ 並 び に ３ を 参 照 す る と 、 前 記 補 綴 物 ２ ０ ０ は 、 通 常 の 方 法 で 、 カ テ ー テ ル １ ０ ０ の バ
ル ー ン １ ３ ０ 上 に 装 着 さ れ て い る 。 例 え ば 、 リ ン グ ２ ３ ５ ， ２ ４ ０ が 、 カ テ ー テ ル １ ０ ０
の バ ル ー ン １ ３ ０ 上 に ク リ ッ プ さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の 分 野 の 者 に 評 価 さ れ る で あ ろ う よ う に 、 前 記 ト ル ク ハ ン ド ル １ ６ ０ を 矢 印 Ｂ （ 図 ３ ）
の 方 向 に 捻 る こ と に よ り 、 ル ー メ ン １ ４ ５ 内 で ト ル ク ワ イ ヤ １ ５ ０ は 捻 ら れ る 。 か く し て
、 与 え ら れ た ト ル ク は 、 接 続 点 １ ５ ５ に 伝 達 さ れ て 、 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０ が 第 １ の 筒 状
部 材 １ ０ ５ に 対 し て 回 動 さ れ る 。 こ の 結 果 、 補 綴 物 ２ ０ ０ は 、 矢 印 Ｃ （ 図 ３ ） の 方 向 に 回
動 さ れ て 、 リ ー フ 部 分 ２ ２ ０ の ヘ ッ ド ２ ３ ０ の 方 向 付 け を 容 易 に す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ７ を 参 照 し て 、 以 下 に 、 カ テ ー テ ル １ ０ ０ の バ ル ー ン １ ３ ０ に 装 着 さ れ た 補 綴 物 ２ ０ ０
の 案 内 並 び に 配 備 が 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
か く し て 、 １ 対 の 二 次 動 脈 ２ ７ ０ ， ２ ７ ５ に 二 股 分 枝 し た 接 続 部 ２ ６ ５ の 所 で 終 端 し た 脳
底 動 脈 ２ ６ ０ が 示 さ れ て い る 。 動 脈 瘤 ２ ８ ０ が 、 接 続 部 ２ ６ ５ と 二 次 動 脈 ２ ７ ５ と の 間 に
存 在 し て い る 。 こ の 動 脈 瘤 ２ ８ ０ は 、 開 口 ２ ８ ５ （ 図 示 の 目 的 の た め の み に 拡 大 し て 示 さ
れ て い る ） を 有 す る 。 血 液 は 、 こ の 開 口 を 通 っ て 入 り 、 動 脈 瘤 ２ ８ ０ を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ガ イ ド ワ イ ヤ １ ３ ５ が 、 通 常 の 方 法 、 例 え ば 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル （ 図 示 せ ず ） を 使 用 し て
、 二 次 動 脈 ２ ７ ５ に 案 内 さ れ る 。 次 に 、 バ ル ー ン １ ３ ０ に 補 綴 物 ２ ０ ０ が 装 着 さ れ た カ テ
ー テ ル １ ０ ０ （ 図 ３ ） が 、 案 内 さ れ た １ ３ ５ 上 を 前 進 さ れ る 。 バ ル ー ン １ ３ ０ が 接 続 部 に
近 づ く の に 従 っ て 、 動 脈 瘤 ２ ８ ０ の 開 口 ２ ８ ５ に 対 す る リ ー フ 部 分 ２ ２ ０ の ヘ ッ ド ２ ３ ０
の 位 置 が 、 （ 例 え ば 、 Ｘ 線 撮 影 法 を 使 用 し て ） 評 価 さ れ る 。 こ の 結 果 、 ヘ ッ ド ２ ３ ０ が 、
開 口 ２ ８ ５ と 適 当 に ア ラ イ ン メ ン ト さ れ て い る と 見 ら れ な い 場 合 に は 、 ２ ５ ０ は 、 上 述 さ
れ た よ う に 矢 印 Ｂ の 方 向 に 捻 ら れ 、 第 １ の 筒 状 部 材 １ ０ ５ に 対 し て 第 ２ の 筒 状 部 材 １ １ ０
が 回 動 す る 。 こ の 結 果 、 ヘ ッ ド が 動 脈 瘤 ２ ８ ０ の 開 口 ２ ８ ５ と 適 当 に ア ラ イ ン メ ン ト さ れ
る ま で 、 ヘ ッ ド ２ ３ ０ は 矢 印 Ｃ の 方 向 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
内 視 鏡 的 補 綴 物 ２ ０ ０ が 、 正 し い 位 置 に 来 る と 、 バ ル ー ン １ ３ ０ は 膨 張 さ れ て ， リ ン グ ２
３ ５ ， ２ ４ ０ に 径 方 向 外 方 へ の 力 を 付 与 す る 。 最 初 に 、 脳 底 動 脈 ２ ６ ０ に 対 す る リ ン グ ２
３ ５ の 拡 張 と 二 次 動 脈 ２ ７ ５ 内 で の リ ン グ ２ ４ ０ の 拡 張 と が 生 じ る 。 バ ル ー ン １ ３ ０ が 膨
張 し 続 け る の に 従 っ て 、 バ ル ー ン １ ３ ０ の 一 部 は 、 リ ー フ 部 分 ２ ２ ０ の ヘ ッ ド ２ ３ ０ を 付
勢 す る 。 こ の 結 果 、 動 脈 瘤 ２ ８ ０ の 開 口 ２ ８ ５ を ブ ロ ッ ク す る よ う に 、 二 次 動 脈 ２ ７ ５ の
壁 に リ ー フ 部 分 ２ ２ ０ を 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
次 に 、 バ ル ー ン １ ３ ０ が 縮 張 さ れ 、 バ ル ー ン １ ３ ０ と 共 に 内 視 鏡 的 補 綴 物 ２ ０ ０ か ら 引 き
抜 か れ る 。 こ の 内 視 鏡 的 補 綴 物 ２ ０ ０ は 、 脳 底 動 脈 ２ ６ ０ の 壁 と 二 次 動 脈 ２ ７ ５ の 壁 と に
夫 々 付 勢 さ れ て い る リ ン グ ２ ３ ５ ， ２ ４ ０ に よ っ て 、 こ の 位 置 に 装 着 さ れ る 。 さ ら に 、 リ
ー フ 部 分 ２ ２ ０ が 、 接 続 部 ２ ６ ５ の 中 へ と 流 れ る 血 液 流 と 、 二 次 動 脈 ２ ７ ５ の 中 へ の 補 綴
物 ２ ０ ０ の 先 端 部 を 案 内 す る 本 体 ２ ０ ５ の 柔 軟 性 に よ る 固 有 の 力 と に よ る 複 合 力 に よ り 、
所 定 位 置 に 装 着 さ れ る 。 リ ー フ 部 分 ２ ２ ０ が 開 口 ２ ８ ５ を ブ ロ ッ ク す る と 、 動 脈 瘤 ２ ８ ０
は ， 以 後 は 閉 塞 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 １ な い し ３ に 示 さ れ た 実 施 の 形 態 に お い て 、 前 記 ル ー メ ン １ ２ ０ は ， 所 謂 “ ワ イ ヤ 重 な
り （ ｏ ｖ ｅ ｒ － ｔ ｈ ｅ － ｗ ｉ ｒ ｅ ） ” 形 態 で １ ３ ５ を 入 れ て い る 。 図 ４ 並 び に ５ は 、 所 謂
“ 単 一 レ ー ル （ ｍ ｏ ｎ ｏ － ｒ ａ ｉ ｌ ） ” 形 態 で の 本 カ テ ー テ ル を 示 し て い る 。 図 ４ 並 び に
５ で 変 更 さ れ た 部 材 は 、 サ フ ィ ク ス “ ａ ” を 付 け て 示 さ れ て い る 。 か く し て 、 図 ４ 並 び に
５ の カ テ ー テ ル に お い て 、 第 １ の 筒 状 部 材 １ ０ ５ ａ 、 １ ３ ５ が 中 を 通 っ て 入 る 開 口 １ ２ ２
ａ を 有 す る よ う に 変 更 さ れ て い る 。 図 ４ 並 び に ５ に 示 さ れ た カ テ ー テ ル の 使 用 は 、 必 要 で
あ れ ば 、 迅 速 に ガ イ ド ワ イ ヤ １ ３ ５ を 交 換 す る こ と の 可 能 な 更 な る 効 果 を 有 し て 、 上 述 し
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た の と 同 様 の 使 用 で な さ れ る 。 米 国 特 許 ４ ， ７ ４ ８ ， ９ ８ ２ ［ Ｈ ｏ ｒ ｚ ｅ ｗ ｓ ｋ ｉ 　 ｅ ｔ
　 ａ ｌ ． ］ 、 及 び 、 “ 単 一 レ ー ル ” 案 内 シ ス テ ム 並 び に こ の よ う な シ ス テ ム を 使 用 し た ガ
イ ド ワ イ ヤ の 迅 速 な 交 換 に つ い て の 一 般 的 説 明 の た め に 、 こ の 特 許 に 引 用 さ れ た 引 例 を 参
照 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
本 発 明 は 、 図 示 さ れ た 実 施 の 形 態 並 び に 例 を 参 照 し て 説 明 さ れ た け れ ど も 、 こ の 説 明 は 、
限 定 さ れ た 感 覚 で 構 成 さ れ る よ う に は 意 図 さ れ て い な い 。 か く し て 、 本 発 明 の 他 の 実 施 の
形 態 と 同 様 に 図 示 さ れ た 実 施 の 形 態 の 種 々 の 変 更 は 、 こ の 説 明 を 参 照 し て こ の 分 野 の 者 に
と っ て 明 ら か で あ ろ う 。 例 え ば 、 図 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は 、 補 綴 物 （ 代 表 的 に は 、 ス テ ン
レ ス ス チ ー ル の ス テ ン ト の よ う な バ ル ー ン 膨 張 補 綴 物 ） を 拡 張 す る た め の バ ル ー ン 部 分 を
有 し て い る け れ ど も 、 自 己 膨 張 可 能 な 内 視 鏡 的 補 綴 物 （ 例 え ば 、 形 状 記 憶 合 金 等 で で き た
装 置 ） の 膨 張 を 本 カ テ ー テ ル が 可 能 に す る こ と の 可 能 な シ ー ス に 、 バ ル ー ン 部 分 を 交 換 す
る よ う に 図 示 の 実 施 の 形 態 を 変 形 す る こ と が 可 能 で あ る 。 か く し て 、 請 求 項 は 、 如 何 な る
こ の よ う な 変 形 も 実 施 の 形 態 も カ バ ー す る こ と が 意 図 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
こ こ で 述 べ ら れ た 全 て の 開 示 物 、 特 許 も し く は 特 許 出 願 は 、 も し 、 こ れ ら 開 示 物 、 特 許 も
し く は 特 許 出 願 が 、 全 体 に 渡 っ て 参 照 に よ り 組 入 れ ら れ る よ う に 個 々 に か つ 特 別 に 意 図 さ
れ て い る 限 り 、 同 じ 程 度 全 体 に 渡 っ て 参 照 に よ り 組 入 れ ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の カ テ ー テ ル の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ た カ テ ー テ ル の 一 部 断 面 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 に 装 着 さ れ た 内 視 鏡 的 補 綴 物 を 有 す る 図 に 示 す カ テ ー テ ル の ト ル ク を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の カ テ ー テ ル の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 さ れ た カ テ ー テ ル の 一 部 の 一 部 断 面 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ の 領 域 Ａ の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 体 路 内 で 内 視 鏡 的 補 綴 物 を 案 内 し 向 け る よ う に 、 図 １ も し く は 図 ４ の カ テ ー テ ル
の 使 用 し て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

[问题] 用于相对于体管引导和引导内窥镜假体的导管。 该导管具有设置在导管的近端的第一管状构件和设置在导管的远端的第二管
状构件。 第一管状构件和第二管状构件可相对于彼此旋转。 第二管状构件具有位于其近端的装置膨胀构件。 扭矩构件连接到第二
管状构件，并且相对于第一管状构件可旋转，从而实现第二管状构件相对于第一管状构件的旋转。
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